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10 月１日（土）に例年通り本社５Ｆ会議

室で内定式を行いました。来年４月入社

の大卒・専門学校卒の内定者８名が出席

しました。内定者の方も内定式で初めてお

互い顔を合わすことになり、緊張感もあっ

たと思いますが、良い出会いになってくれ

ればと思います。来年度は、今までに入社

実績のなかった学校からの入社も多く、ま

た若い方々が加わり、楽しみです。 

 

 

９月末に予定通り瑞穂店が完工しまし

た。ショールームの展示品や家具等の準

備をして、10 月下旬転居予定です。住宅

街のバス通り沿いに、きれいな木造３階建

ての店舗ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月は、月末にかけて２度の台風襲来と

設備系資材の納品遅れなどで、完工が

10 月に繰り越す物件が多く発生し、ちょっ

と厳しい結果となりました。10 月からは例

年どおり工事量は増えてきますが、まだま

だ受注不足の状況です。資材納品の遅れ、

値上がりなど厳しい環境ですが、受注しな

いことには資材発注もできず、工期の確定

もできません。お客様にとってもご不便な

状況と思いますが、壊れたものや古く不便

なものを使い続けるのも迷惑なことで、先

送りしても状況が改善されることが期待で

きるわけでもなく、さらに値上がりも考えら

れます。今、出来ることを精一杯行い、お

客様にも丁寧に説明し、少なくとも競合他

社より対応をよくして、受注に努めましょう。 

 

 

 

岐阜営業所で、高山市国府町にある国

宝・重要文化財をもつ臨済宗妙心寺派の

禅寺 「安国寺」のシロアリ防除工事を行

いました。室町時代に設立された大変歴

史あるお寺で、開山された瑞厳和尚の像

は国の重要文化財に指定されています。

戦国時代に兵火にかかり焼失したのです

が、焼失を免れた経蔵は、国宝指定です。

経蔵は、室町初期（１４０８）の建立です。

今回は、経蔵の工事は行っていませんが、

本堂と庫裏の工事を行いました。室町時

代からある地域の方は誰もが知っている

古刹で、こうした山深いところに、こんなに

立派で古いお寺があるとは、日本はすごい

国だなと思います。大切な文化財の保存

に貢献できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台風 15 号により、静岡県が豪雨となり

河川の氾濫、浸水など大きな被害をもた

らしました。工事中現場の冠水やシロアリ

予防を行った住宅の床下浸水などが発生

しました。まだ、断水が続いている地域も

あり、被害の全容把握や復旧は、まだまだ

これからです。当社のエリアでは、甲信営

業所エリアで千曲川が、氾濫した時以来

の大きな被害となりました。 

 

 

岐阜営業所で、高速道路の分離帯に

衝突し、車が廃車となる大きな事故が発

生しました。事故は単独の自損事故です。

安全運転をくれぐれも励行するようにしま

しょう。また、名古屋東店で、足場からの

墜落事故が発生しました。当社では、久し

ぶりの転落事故になります。怪我は、幸い

脳震とうだけですみ、大事には至りません

でした。安全な足場設置の徹底、危険個

所の明示及び周知、安全帯使用の徹底、

危険予知活動の励行、不安全行動の抑

制など、協力業者さんにも再度徹底してい

きましょう。 

 

 

先日、雑誌の記事に社員の企業との一

体感、エンゲージメント（従業員の仕事に

対する熱意）の国際比較がでていました。

昭和の日本の勤労者の大半が、「会社命」

だったのですが、現在の日本は５％で、米

国は 35％、中国は 18％で、世界平均は

21％だそうです（調査会社の指標による

数値）。日本の低さが際立っています。さ

らに、「現在の勤務先で働き続けたい」と

考える日本人の割合は 52％で、アジア・

太平洋地域 14 か国で最下位。インド、ベ

トナム、中国は 80％以上だそうです。数字

は、調査方法や対象などにより変わってく

るので、数字そのものの意味より、諸外国

に比べてダントツに低いということです。日

本人の自己肯定感が、低いという調査も

ありますが、根っこのところで共通している

問題と思います。うすうすは感じていた問

題ですが、こうやって数字で示されると愕

然とします。この数字は、企業の競争力、

そして国の競争力や元気さを表すのでは

ないかと思います。競争をしてどちらが勝

つでしょうか。また、どちらが、幸福感を感

じて生活できているでしょうか。「会社命」

だった時代のすべてが正しかったわけでは

ありませんが、今より少なくとも、日本は元

気で、他国に比べて競争力があり、いろん

な指標もどんどん上位へと伸びていました。

今は、どんどん数値が下がり、そろそろ先

進国と名乗れなくなるかもしれません。日

本の企業は昭和の終わりから平成の時代

にかけて、派遣社員を増やして、リストラと

言って、社員を減らすことを一生懸命やっ

てきたと思います。そうして、製造現場はど

んどん海外に移転し、日本は空洞化しまし

た。「選択と集中」と言って、いろんなもの

を切り捨ててきました。一時しのぎ的な数

あわせを行っただけで、何も新しいものを

生み出しておらず、抜本的解決には挑戦

せず、いずれ何も無くなってしまうような戦

略を繰り返してきました。その結果が、先に

示したような数字となって表れていると思

います。そして、収入は増えず、少子化が

進み、工場もなくなり、技術もなくなって、

活気やモチベーションが低い国となってし

まったのです。そして、現在も、ジョブ型雇

用、在宅勤務、副業解禁とか言っていま

すが、その中身が意図するものが、何なの

かをよく吟味する必要があります。企業の

経費を下げること、人を契約でもののよう

に扱い、便利に利用することを目的にして

いないのか。きれいな言葉で装飾しても、

同じ繰り返しになっていないか、時間が経

てば結果となって表れてくるでしょう。また、

長い間に働く側の意識の変化もあり、あき

らめのような活力のなさ、また精神的な面

も含めた体力のなさが、露呈してきていま

す。矛盾するようですが、企業や社会がど

うであれ、一人の人としては、強くたくましく

自分の人生を切り開いていくような気概を

持ち続けるべきです。 

↓本堂床下 

←本堂 

←庫裡 

↑庫裡  

玄関穿孔処理 

内定式 

瑞穂店完工 

台風と資材不足 

岐阜営業所で、 

飛騨の古刹を駆除工事 

静岡台風被害 

事故の発生、安全第一で 

コラム 「企業の競争力」 

←国宝経蔵 
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ちょっと一言 

 

 
 
 

 
 

 

 

お疲れ様です。内部監査室の南谷です。内部監査の際は部

門長、経理担当者の皆様には大変お世話になっており、この場を

借りて改めてお礼申し上げます。営業・工務社員の皆様とは直接

接点は少ないですが、監査でお邪魔した時に気軽に声をかけて

頂ければ幸いです。ニットーにお世話になり１年６か月経ちました

が、今後もよろしくお願い致します。 

今回、趣味のゴルフについてお話ししたいと思います。少しばか

りお付き合いお願いします。銀行に入行１年目の 12 月に上司に

連れられて初めてゴルフに行きました。忘れもしませんが、可児に

ある美岳カントリーが最初のゴルフで、スコアーは 138 と記憶して

おります。あれから 44年余り経過しておりますが、最近のスコアー

は 100 前後をいったりきたりで年数の割に上達は見られません

が、非常に楽しいスポーツであります。ゴルフはメンタルに大きく影

響され、奥深いスポーツと常日頃から感じております。OB（プレイ

可能区域外で２打罰）が出ればカッとなり、それを挽回しようと無

理をして、負の連鎖に陥りスコアーがより悪くなっていきます。ミス

を引きずらずにプレイすることが大事であることは頭の中で理解し

ていても、感情の起伏をコントロールしてプレイする難しさがありま

す。しかしながら大自然の中、ドライバーでのナイスショット、ピンに

からむアイアンショット、パターで長い距離のカップイン等々の爽快

感があり、決してやめられません。年をとるにつれ飛距離も落ち、

スコアーで一喜一憂することは少なくなっており、今は健康の為と

の思いが強くなっています。カート（ゴルフ場内の移動車）に乗らず

歩いてコースを回ろうと思いますが、ついついカートに乗っていま

すので、次回は歩いてゴルフを楽しもうと思う今日この頃です。 

施工事例紹介 

●施工場所 富山市 

●工 事 名 白蟻予防工事 

●構 造 木造住宅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■担 当  住宅メンテナンス事業部 北陸営業所   

新原 正也 

富山市で行った白蟻予防工事の事例を紹介します。当

初、お客様は実家（空き家）の白蟻駆除をご依頼でしたが、

実家は取り壊し予定と聞きました。そのため、使わないお家

にお金をかけるより、今住んでいるお家の白蟻予防工事を提

案し受注となりました。そのお家は築 30 年を経過。新築以

来、予防工事をしていないとの事でした。施工の内容として

は、大引き下が 25㎝以上あり通常通り床下に潜って薬剤を

散布しました。また、お風呂は在来工法で、玄関と同様に床

下がないため、タイルの目地にドリルで穴をあけ薬剤を注入

しました。 

白蟻被害は家の耐久性に関わる大きな問題のため、被

害の有無に関わらず、こうした予防工事はとても大切だと考

えます。また、「お家を守る」ことの一つであるこの仕事に「誇

り」を感じています。 

内部監査室 

南谷 勉 

「趣味のゴルフ」 

とを考えているなら、最初の雇い入れ時に

きちんとそう話すべきで、途中で何かの事

情でそうなってしまったなら、きちんと謝罪

すべきです。 

 素直に、誠実に、謙虚に、人を大切にし

て、ともに努力して、ともに成長を志していこ

うとすることが、何より大切で、他に方法な

んてありません。企業といっても、それは人

の集団で、意思決定は人がしています。企

業も社員も、率直に、夢をもって一緒に頑

張って成長していこうと、素直に言える関係

がいいと思います。お互いに完璧なことは

なく、どんどん変化していくわけで、ともに努

力していくいくしかなく、そうしてお互い接し

ていれば、ともに長く勤めて一緒に仕事をし

たいと思うのは、当然ではないでしょうか。

今、日本は本当に迷走していますが、グロ

ーバル化の見直しに取り組み、またＳＤＧ‘ｓ

が求められる中で、日本人が本来もってい

る勤勉性や思いやりの心、また、自主性、

自律性などを信じて、もっと素直に頑張っ

ていけばいいのではないでしょうか。 

 

★Happy News★ 

ご結婚おめでとうございます 
★リニューアル工事部 城川さん 

８月結婚 

お誕生おめでとうございます 
★東京事業部 甲信営業所 髙坂さん 

女児誕生 

資格取得おめでとうございます 
★設備事業部 関東統括課 福田さん 
★設備事業部 東海統括課 石田係長 

★設備事業部 東海統括課 山村主任 

★設備事業部 東海統括課 小島主任 

★設備事業部 東海統括課 中川さん 

第二種電気工事士 

★東京事業部 東京中央営業所 井上さん 

一般毒物劇物取扱者 

 

がいいと思います。お互いに完璧なことは

なく、どんどん変化していくわけで、ともに努

力していくしかなく、そうしてお互い接してい

れば、ともに長く勤めて一緒に仕事をしたい

と思うのは、当然ではないでしょうか。今、

日本は本当に迷走していますが、グローバ

ル化の見直しに取り組み、またＳＤＧ‘ｓが

求められる中で、日本人が本来もっている

勤勉性や思いやりの心、また、自主性、自

立性などを信じて、もっと素直に頑張ってい

けばいいのではないでしょうか。 

 

一方、多くの日本人が、これではいけな

いと感じており、頑張っている面もあると思

います。企業が元気になること、また、人が

元気になること、その人の能力を最大限に

引き出すことを目的にして、企業として新し

い価値を創造していく活動に向かわないと

競争に勝てませんし、成長もありません。人

が会社に長く勤めるかどうかは、個人の側

に選択権がありますが、会社としては、長く

勤めてもらうことを前提に雇用し、教育をし

ていくべきです。もし、途中でやめてもらうこ

とを考えているなら、最初の雇いれ時にき

ちんとそう話すべきで、途中で何かの事情

でそうなってしまったなら、きちんと謝罪す

べきです。 

 素直に、誠実に、謙虚に、人を大切にし

て、ともに努力して、ともに成長を志していこ

うとすることが、何より大切で、他に方法な

んてありません。企業といっても、それは人

の集団で、意思決定は人がしています。企

業も社員も、率直に、夢をもって一緒に頑

張って成長していこうと、素直に言える関係

がいいと思います。お互いに完璧なことは

なく、どんどん変化していくわけで、ともに努

力していくいくしかなく、そうしてお互い接し

ていれば、ともに長く勤めて一緒に仕事をし

たいと思うのは、当然ではないでしょうか。

今、日本は本当に迷走していますが、グロ

ーバル化の見直しに取り組み、またＳＤＧ‘ｓ

が求められる中で、日本人が本来もってい

る勤勉性や思いやりの心、また、自主性、

自律性などを信じて、もっと素直に頑張っ

ていけばいいのではないでしょうか。 

 


